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 2015 年 4 月 25 日、ネパール中部を震源とするマグ

ニチュード 7.8 の地震が発生した。本報告は、具体的

な事例をもとに、この地震に対する人々の対応につい

て考察するものである。その中でも特に、被災者によ

る災害対応と、国外在住者たちの支援活動の中に現れ

たローカリティに着目する。ネパールでは、国民国家

の形成と、先住民やカーストごとでのアイデンティテ

ィ政治が隆盛する中で、近年盛んに帰属が論じられて

きた［c.f. Pfaff-Czarnecka, et al. 2011］。一方で、震災以

前から開発や地方自治制度の整備などの近代化の中

で、場所や人に対する愛着と、その中でのつながりは

多様化しつつあった。人々は日々の実践の中から重層

的な帰属対象としてのローカリティを生産［Appadurai 

1996］するようになっていたのである。 

震災の発生により、ネパールの被災者たちは、清水

［2015］がフィリピンのピナトゥボ山の噴火について

論じたのと同様、支援者に自分たちが何者なのかを説

明し、また誰が誰を助けるのかについて表象する必要

に駆られた。土地や人との関係性が強く意識され、新

しい関係性も生まれた。シャキャ［2015］は、「ネパー

ル人たちは震災により帰属を問われた」と論じたが、

ネパールで震災により明確になるとともに問い直さ

れたのは、帰属というよりも、むしろ、人々が帰属意

識を感じるローカリティであり、それをもとにしたつ

ながりであった。それは、村や都市などの昔からの「近

接」［Appadurai 1996］だけでなく、近代化の中で登場

した地方自治制度や開発に基づくものなどが重層す

る中で形成されたものであった。 

本報告の主たる調査地では、被災した若者たちによ

り、仮設小屋の建設など多様な震災対応が行われた。

活動の主たる資金源となったのは、国外在住者が立ち

上げたクラウド・ファンディングだった。募金は多く

が出稼ぎや留学などのために国外に在住する、お金を

受け取って活動を実行していた若者たちが「友人」や

「姉・兄」と呼ぶ関係性の人々から送られてきたもの

であった。国外在住の若者が書いたクラウド・ファン

ディングの紹介文では、昔からの「近接」の呼び名と、

1997 年に行政により創出された地方自治体の名称（行

政市 9 地区）の双方が用いられた。ネパールでは、国

民国家形成の中で、地方自治体の境界線が引かれた。

それはしばしば、歴史的に形成されてきた村や都市な

どの「近接」を分断する形で引かれた。調査地でも同

様であったが、紹介文では、「近接」の名称と地方自治

体の名称の双方が併存して用いられていた。 

 被災地で活動した若者たちは、彼らのグループや活動

を指して「9 地区コミュニティ災害対策委員会」という

行政により設置された各地区に付随する公的な組織の

名前を用いて説明した。しかし、中心的な活動を担った

若者も中には 9 地区在住でないものも多く含まれてい

た。また、「ドカシの男たち」という表現もなされた。ド

カシというのは伝統的な地区、つまり「近接」の名称の

一つである。中心的な活動を行ったのは、このドカシ地

区にある喫茶店に、ほぼ毎日のように集まり、お茶を飲

みながら語り合ってきたメンバーであるという説明も

なされた。 

 ラージら［Raj, et al. 2015］は、震災後の緊急期に被災

者による活動が活発に生じた地域には、もともと地域の

つながりがあったと分析している。しかし、地域とは何

を指すのか、つながりとはどのようなものなのかについ

て十分な考察がなされていない。ネパールでは、都市化

と人口の流動化の中で「近接」は震災以前から揺らいで

いた。国民国家形成と、地方自治体による境界の設置に

より状況は複雑化してきた。その中で起きた地震に際

し、人々は、多様なローカリティと、それに伴うイメー

ジを駆使して、お金を集め、震災への対応を行った。本

報告では、事例をもとに、都市化の進展の中で地域やつ

ながりがどのようなものとなっていたのか、それが震災

を契機にどのように変容しているのかについて、アパド

ゥライ［1996］のローカリティの生産の議論を参照しつ

つ考察する。 
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